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⃝
日
時
・
内
容
　
▽
７
月
７
日
㈯

「
う
つ
く
し
ま
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」　

▽
14
日
㈯
「
放
射
線

の
基
礎
知
識
と
農
業
・
環
境
へ
の

影
響
」　

▽
21
日
㈯
「
被
災
地
復

興
・
再
生
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
」　

▽
28
日
㈯
「
日
本
の
原
発

︲
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」　

▽

８
月
４
㈯
「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
～
白

河
市
の
方
向
性
を
問
う
～
」
／
午

後
２
時
～
４
時

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
▽
一
括
受
講
（
５
講

座
分
）
４
、
０
０
０
円　
▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
1
、
０
０
０

円⃝
定
員
　
40
人　
※
先
着
順

⃝
申
込
期
限
　
７
月
３
日
㈫
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２

　
身
近
な
地
球
環
境
へ
の
取
り
組

み
が
体
験
で
き
ま
す
。

⃝
日
時
　
７
月
７
日
㈯
／
午
後
１

3

時
～
８
時

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
駐
車
場

（
道
場
小
路
）

⃝
入
場
料
　
無
料

⃝
内
容　
体
験
型
エ
コ
ブ
ー
ス
、

地
球
環
境
ブ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

問
公
益
社
団
法
人　
白
河
青
年
会

議
所
☎
㉒
８
２
８
９
（
平
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時
）

⃝
応
募
作
品
　
連
句
（
三
つ
物
）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
つ
物
と
は
、
発
句
・
脇
句
・

第
三
か
ら
な
る
連
句
の
最
短
形
式

⃝
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
応
募
料
　
応
募
用
紙
１
枚
に
つ

き
５
０
０
円
（
郵
便
小
為
替
ま
た

は
現
金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
）

⃝
応
募
期
間
　
７
月
２
日
㈪
～
10

月
１
日
㈪

⃝
発
句
　
次
の
う
ち
か
ら
選
び
、

応
募
用
紙
の
発
句
欄
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

○
野の

わ
き分
せ
し　
花
の
た
も
と
や　

し
の
ぶ
ず
り
（
宗そ

う
ぎ祇
）

○
義よ

し
つ
ね経
へ　
聖ひ

じ
り
が
い
わ

ヶ
岩
の　
紅も

み
じ葉
散ち

る
（
狩か

の野
康や

す
こ子
）

○
豊ほ

う
ね
ん年
の　
水す

い
し
ゃ車
勇い

さ

む
や　
谷や

ん津

田た
が
わ川
（
狩
野
康
子
）

※
表
彰
式
は
、
12
月
８
日
㈯
に
鹿

嶋
神
社
（
大
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

⃝
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
宗
祇

白
河
紀
行
連
句
賞
実
行
委
員
会
事

務
局
（
本
庁
舎
商
工
観
光
課
内
）

内
２
２
１
５

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
願
い
作
成
し
た
「
七
夕
飾

り
」
を
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
に
掲
示
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２

　
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流
等
の
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
気
象
や
土
砂
災
害
に
関
す
る
警

報
な
ど
に
注
意
し
、
少
し
で
も
危

険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
避
難
す

る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

《
こ
ん
な
現
象
に
ご
注
意
》

▽
が
け
崩
れ　
・
が
け
か
ら
小
石

が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る　
・
斜

面
か
ら
水
が
湧
き
出
る
な
ど

▽
土
石
流　
・
川
や
沢
の
中
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
い
う
音
が
す
る　
・
川

や
沢
の
流
れ
が
に
ご
り
、
生
木
が

流
れ
て
く
る
な
ど

▽
地
す
べ
り　
・
池
の
水
が
に
ご

っ
た
り
、
減
っ
た
り
す
る　
・
地

鳴
り
や
山
鳴
り
が
す
る
な
ど

※
こ
れ
ら
の
現
象
が
見
ら
れ
な
く

て
も
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２

７
３

　
夏
は
、
冷
房
機
器
の
使
用
な
ど

で
電
力
の
使
用
量
が
増
え
、
発
電

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
増

加
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
に
、
節

電
・
省
エ
ネ
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５

　経済的な理由で、国民年金の保険料を納付する
ことが困難な方は、申請し承認を受けることで、
納付が免除または猶予される制度があります。
《承認を受けた場合》
⃝承認期間は、７月分から翌年６月分までです。
⃝年金受給資格期間に含まれます（一部免除の方
はその残りの保険料を納付した場合に含まれま
す）。
⃝年金額に次のとおり反映されます。
　全額免除＝２分の１、一部免除で残りの保険料
を納付＝納付分、４分の１納付＝８分の５、半
額納付＝８分の６、４分の３納付＝８分の７
　※学生・若年者納付猶予は年金額に反映しません。
《申請の手続き》
　申請期間は７月から翌年７月末までですが、申
請される方は必ず所得申告を行ってください。
⃝申請に必要なもの　①年金手帳　②印鑑　③離
職による場合は、雇用保険離職票または受給者証
⃝申請場所　本庁舎国保年金課
問本庁舎国保年金課　内2174 ／各庁舎市民福祉
　課　表郷☎㉜2113　大信☎㊻3974　東☎㉞
　2113 ／白河年金事務所☎㉗4164

<国民年金保険料免除制度>

ア
ー
ス
デ
イ
し
ら
か
わ

２
０
１
２

福
島
大
学
白
河
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
講
座

宗そ
う
ぎ祇

白
河
紀
行
連
句
賞

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

土
砂
災
害
に
注
意
を

省
エ
ネ
活
動
を


